
近江宮であった建都大社の周辺には奈良時
代以来の遺跡や寺社が多くみられる。
・瀬田唐橋(大津市瀬田一丁目)
古代に架橋されて以来、東国から京都への入
口を押さえる交通の要衝。高欄と擬宝珠を備え
た中国風の橋として親しまれる。船渡御の発着
地は陥畔にあたる。
・近江国庁跡(大津市大江六丁目ほか)史跡
律令国家の地方政庁であった近江国庁の遺跡。
国司が政務を行った政庁の遺構が発掘調査で判
明L、整然と した建物配置などが明らかとなっ
た。史跡公園として整備され、古代の地方役所
の様子をしのぶことができる。
・堂ノ上遺跡(大津市神領三丁目)史跡
古代の変通制度における 「勢多駅(せたのう
まや」跡と推定される遺跡。承和11年 (844)
銘の古瓦などが出土している。

[アヲセス]・JR琵琶湖親石山駅下車パス「建都大社前l下車
3分

eJR琵琶湖線石山駅下車徒歩15分
.名神高速道路湖図画インタ チェンジから5分

重要文化財建部大社女神憧

.石山寺(大津市寺辺)
良弁開基の名利。西国三十三ヵ所観音量場
の つであり、紫式部が源氏物語を著したと
いう伝承も残されている。

[もっと詳しく矧りたいひとへの案内]
(関車文献/隠車施軍司

・『神道大1*奥』平凡社田和14年
・『図説大津の歴史上巻』大津市 平成11年

建部大社船幸祭

-.-""ーー『 ヨ ー-
ー て

ー-ー 炉、ーニュー .; -:. ，;て~
ー ザ ← ---・(ー J -'_. ~ ~"""-ユ.ー-一- --~・ーーξー で町、，引 でーァェ ー三二一三竺 宅二ー?言、 ~
ー ー ー - ー -

-て = 一ー へ: .......:、--
~一一ー 一 行 一

ー 一一一九一ー一 一一 一一三=ー今 ー一一← ー一 一 司 ー {一
ι .= -.，. ------、一ー - ーニ
ー 一 ~=-- ~ ー唱

船孝祭II嗣のようす (社団法人びわ湖式津観光協会提供)

建都大社船幸祭は毎年夏季に行われ、広くしら

れている。 とくに日月17日の午後に行われる科誌

の結緩御は、琵琶湖から流れ出る唯一の河川 ・瀬

田川を舞台にしたユニークな祭礼として注目され

る。

建部大社を出除、した神輿は橋本港で複数の船を

組み合わせた御i濯加に載せられ、船団を伴って唐
橋畔から瀬田川を下る。大津市黒津にある供宥瀬

量祥崩まで至った船団は、神事のあと再び瀬田川

をさかのぼり 、かがり火や花火などに照らされた

宵闇の唐橋畔に帰着するのである。これは、祭神

である官 製長J皇室との東征神話の中に、尊が相模灘

を船でユ渡った物語があり 、その故事にちなむもの

といわれている。

神輿が船で渡御するとし、う祭礼形式の背後に、

琵琶湖や瀬田川の水を尊び水の恵みに感謝する、

古来からの素村な信仰のあり方があらわれており 、

水と人との品1I係性が象徴されている。
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